
【講演２】 

  演題：「国立国会図書館サーチについて」 

  講師：国立国会図書館東京本館 原 聡子氏 

 

【講演概要】 

１ はじめに 

 国立国会図書館サーチは、外部のサー

ビスを積極的に取り入れたシステムで

あり、今までの国立国会図書館のウェブ

サービスからは考えられないほどの広

がりを持っている。この広がりを各自治

体の公共図書館等でも活用してもらう

ために APIの開発にも力を入れているの

で、ぜひ活用してほしい。 

 また、国立国会図書館サーチは、コア

システムに Next-L Enjuを使用しており、

Next-L Enju の導入事例として参考にな

れば幸いである。 

 

２ 国立国会図書館サーチの概要と開発状況 

 国立国会図書館サーチは、平成 24年 1月から本格稼働予定で、現在は「開発

版」として試行公開中である。 

 国立国会図書館の提供する PORTA、ゆにかねっと、NDL-OPAC を統合し、次世

代 OPAC機能を提供している。また、国立国会図書館内のデータベースにとどま

らない 43のデータベースを検索対象としている。 

 国立国会図書館の所有する情報に限らず、利用者の求める情報を利用者の求

める形態で提供することを最終目標とし、国内の「知」を活用するためアクセ

スポイントとなることを目指している。 

 そのために、国立国会図書館内のデータベースにとどまらずに、公共図書館

をはじめとした関係機関の様々なデータベースを検索対象とし、利用者に最も

原 聡子 氏 



適した形態での情報提供を目指している。例えば、国立国会図書館では未所蔵

の地域資料等の検索にも活用できるのではないだろうか。 

 検索対象の各データベースへの連携方法は、事前にメタデータを収集し国立

国会図書館サーチのデータベースに収めているものと、その都度相手方のデー

タベースに検索にいくものの 2つのパターンがある。 

 国立国会図書館サーチのサービスイメージを端的に言うと「メタデータを集

約し、統合検索サービスを提供する」ということである。単なる統合検索では

なく、付加価値のある統合検索の提供を目指している。 

 統合検索サービスの提供は、国立国会図書館サーチ独自の検索画面から提供

する以外にも、Google や Yahoo 等の検索結果からのアクセスを意識し、SEO 対

策を行っている。 

 また、大学図書館のネットワークをはじめとした他のネットワークと相互補

完しながら、利用者に国立国会図書館サーチのコンテンツを提供することも考

えている。 

 主な機能としては、簡易検索・詳細検索機能に加え、検索をサポートするた

め、検索結果の絞り込み機能、再検索キーワード提示機能等を備えている。 

 再検索キーワードは現在 3 種類提示しており、それぞれ国立国会図書館件名

標目表、国立国会図書館の著者標目、連想検索エンジン GETAssoc から導出して

いる。 

 また、同一著作のグループ化表示機能を有しており、タイトルと著者名が一

致する資料をグルーピングし、まとめて表示している。 

 同一資料の書誌同定機能も有しており、同じ資料を複数の図書館で所蔵して

いる場合は、一つのメタデータにまとめ、書誌詳細画面で所蔵館を一覧表示し 

ている。 

 また、カーリルと連携し、近くの図書館での所蔵状況を調べる機能も提供し

ている。よく利用する公共図書館をあらかじめ登録しておけば、その図書館の 

在架状況が確認できる。他にも、オンライン書店での再検索も可能で、求める 

情報の入手手段まで案内することを強く意識している。 

 各種ソーシャルブックマークサービスやウェブ本棚サービスへ登録するため

のリンク、Twitter への投稿ボタンも備えており、普段お使いのウェブサービス



と連動してご利用いただくことが可能である。 

 

 他にも、付加価値的機能として、パーソナライズ機能の提供、利用者登録機

能の提供、多言語対応（英語・中国語・韓国語に対応）と翻訳機能の提供、携

帯電話版・スマートフォン版の提供を行っている。 

 

３ 今後の展開 

 今後の展開としては、所蔵機関、情報種別を問わない統合型検索情報の提供

を行い、最終的には、全文テキスト検索もできるように検討中である。引き続

き積極的に API を開発、公開すると共に、新着図書情報の提供のスピード化も

目指している。 

 平成 24年 1月の本格稼働に向けてハード・ソフトともに強化を実施中ではあ

るが、まだ開発途上のシステムである。今後の展開にご期待いただくとともに、

ぜひご試用いただき、ご意見をいただきたい。 

 

【質疑応答】 

・カーリルが公開された時にシステムダウンして大変だったが、国立国会図書

館サーチが本格稼働したときに、そういうことが起き得ないか？ 

→確かに開発版公開時にはアクセスが集中し、国立国会図書館サーチ自体の

検索レスポンスが遅くなった。連携先にはご迷惑がかかることがないように、

アクセス集中時のための対策を強化しているので、そのような事は起きない

と思う。 

 

・国立国会図書館の資料の全文テキスト化の見通しは？著作権処理はどうなる

のか？ 

→現在、実証実験中であり、来年度以降成果を国立国会図書館サーチに盛り

込んでいく想定である。どのような機能をどこまで盛り込めるかは現時点で

はお答えできない。著作権については、別途、出版者等との調整を続けてい

くことになると思う。 
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国立国会図書館サーチについて

国立国会図書館 総務部 情報システム課
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国立国会図書館サーチとは
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• 国立国会図書館の新しい検索サービス

• 概要

–平成22年8月 「開発版」として試行公開

–平成24年～ 本格システムとして稼働予定

– PORTA、ゆにかねっと、NDL-OPACなどを統合

–次世代OPAC機能を提供

–検索対象データベースは43個 （2011年1月現在）

国立国会図書館サーチとは
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• 目的：当館が保有しているか否かを問わず、冊
子体に加えて、デジタル化された画像、テキス
ト、音声等の様々な形態の情報を、いつでも、
どこでも、利用者が求める形で、的確かつ迅速
に、アクセスまたは案内できるようにすること。

• 国内の各機関が持つ豊富な「知」を活用しても
らうためのアクセスポイントとなることを目指して
います！

国立国会図書館サーチの目指すもの
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• 43個のデータベースを一度に検索

検索対象
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・国立国会図書館
・公共図書館
・大学図書館
・専門図書館
・国立情報学研究所
・国立公文書館
・国立美術館
・民間電子書籍サイト

など

・全国の図書館の蔵書
・各機関のデジタル資料
・レファレンス事例

など

機関 資料



• 43個の検索対象データベースとの連携方法は、
“事前収集”と“その都度検索”の2種類

検索対象との連携方法
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34個のデータベース

検 索

9個のデータベース

検索ボタンを
クリックすると

その都度
検索にいく

検索 検索

国立国会図書館サーチ
のデータベース

（約5,500万件のメタデータ）事前に
メタデータ
を収集



国立国会図書館サーチが当面目指す方向性
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海外のデータベース

公文書館・美術館・博物館

ネットワーク

大学図書館ネットワーク

商用データベースサービス

他のネットワークと相
互補完して利用者
に届ける

Google, Yahoo! 等 サービスプロバイダ

国立国会図書館サーチ

各図書館
レファレンス

NDL
蔵書目録

NDL
デジタル
アーカイブ

各機関
デジタル
アーカイブ

NDL
レファレンス

統合検索サービスを提供

メタデータを集約

NDLが直接
利用者に届ける
（独自の検索画面）

レファレンス情報
の総合目録

紙資料の
総合目録

デジタルの
総合目録

各図書館
蔵書目録

単なる統合検
索ではなく、付
加価値のある統

合検索

利用者



① URL： http://iss.ndl.go.jp

② Google、Yahooなどの検索エンジンで「国立国
会図書館サーチ」と検索

③当館ホームページのトップ画面から
「電子図書館」＞「国立国会図書館サーチ（開発版）」

アクセス
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http://iss.ndl.go.jp/
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主な機能のご紹介
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• 1つの検索窓から、簡易にキーワード検索でき
る

簡易検索機能
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＜トップページ 簡易検索＞



• 「タイトル」「著者・編者」などの項目や、「データ
ベース」「資料種別」「所蔵館」を指定して検索
できる

詳細検索機能
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＜トップページ 詳細検索＞



• 検索結果を「資料種別」
「データベース」「所蔵
館」「出版年」「分類」に
より絞り込むことができる
（ファセット検索）

検索結果の絞り込み機能

2011/2/10 平成22年度埼玉県図書館協会図書館ネットワーク研修会 12

＜検索結果一覧（左側）＞



• 検索語をもとに再検索のた
めのキーワードを導出して
表示

–関連キーワード：国立国会図
書館件名標目表（NDLSH）
から関連語を導出

–著者名キーワード：国立国会
図書館の著者標目から導出

–連想キーワード：連想検索エ
ンジンGETAssocから導出

再検索キーワード提示機能
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＜検索結果一覧（右側）＞



• 国立国会図書館のリサーチ・ナビ、
Webcat Plusなどの書籍検索サイ
ト、GoogleやYahooなどの検索エ
ンジンで再検索するためのリンク
を表示

外部サービスでの再検索機能
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＜検索結果一覧（右下）＞



• 同じ作品でも、単行本／文庫本、紙資料／デ
ジタル資料というように形態が異なる資料を、
まとめて表示

同一著作のグループ化表示機能
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＜検索結果一覧（一部）＞

クリックで
展開



• 複数の図書館で所蔵している同一の資料を、
1つの書誌にまとめて表示

同一資料の書誌同定機能
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＜書誌詳細＞

＜各図書館のOPAC＞



• あらかじめ設定した「近くの図書館」の所蔵情
報を表示

• オンライン書店で探すためのリンクを表示

近くの図書館・オンライン書店で探す
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＜書誌詳細 右側＞
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＜書誌詳細＞



• ソーシャルブックマーク、Twitterへ書誌詳細
ページを投稿できる

• 書棚サイトへ登録できる

外部サービス連携機能
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＜書誌詳細＞
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デモ



デモします！

http://iss.ndl.go.jp/

デモ
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付加価値機能のご紹介



• 「よく利用する図書館」や「検索結果表示件
数」をお好みで設定できる

• さらに、利用者登録をすると、登録した所在地
から近い順に所蔵館を表示

パーソナライズ機能・利用者登録機能
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＜ログイン画面＞



• 日本語版に加え、英語・中国語・韓国語の画
面を提供

• 検索語や検索結果の翻訳機能を提供

多言語対応・翻訳機能
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＜韓国語版トップページ＞
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• 携帯電話、スマートフォンに最適化したユーザ
インタフェースを提供

携帯電話版・スマートフォン版の提供
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↓国立国会図書館サーチ（モバイル）
(http://iss.ndl.go.jp/mobile/)

国立国会図書館サーチ（スマートフォン）
（http://iss.ndl.go.jp/sp/）→

http://iss.ndl.go.jp/mobile/
http://iss.ndl.go.jp/sp/


• 国立国会図書館サーチ（開発版）の検索やメ
タデータの取得が可能となるAPIを提供

– 現在公開中のAPIおよびその仕様書は暫定版であり、今後仕
様を変更する可能性があります。

• 詳細は「APIについて」のページ参照

APIの公開
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「APIについて」のページ
(http://iss.ndl.go.jp/information/api/)

平成22年度埼玉県図書館協会図書館ネットワーク研修会

http://iss.ndl.go.jp/information/api/


• 国立国会図書館に納本された国内刊行図書
の基本書誌情報を納本後数日で提供

NDL新着図書情報の提供
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RSS(http://iss.ndl.go.jp/pbs/news/rss_list)

テキストファイル
(http://iss.ndl.go.jp/pbs/news/)

RSSで
約30項目を提供

テキストファイル（TSV）で
13項目を提供

http://iss.ndl.go.jp/pbs/news/rss_list
http://iss.ndl.go.jp/pbs/news/


2011/2/10 27

今後の展開
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• 所蔵機関、情報種別を問わない統合検索機
能の提供

–所蔵機関、情報種別を問わず、データベースを統
合検索（書誌、目次及び全文テキストからの検索）

• 所蔵機関（当館、公共図書館、文書館、美術館、博物
館、学術機関等）

• 情報種別（目録、デジタルコンテンツ、レファレンス情
報）

–同一著作物、同一資料をグルーピング表

–日中韓の国立図書館の統合検索（翻訳検索・翻
訳表示）

平成24年1月のサービスイメージ①
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• コンテンツの閲覧及びナビゲーションを容易に
する機能の提供

–情報の入手手段へナビゲーション（デジタルコンテ
ンツ、所蔵機関、オンライン書店、近くの図書館へ
案内）

–携帯電話、スマートフォン、タブレット端末等、閲覧
デバイスに最適化したユーザインタフェースの提供

平成24年1月のサービスイメージ②
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• ユーザビリティを向上させた検索機能の提供

–あいまい検索（表記ゆれ、キーワードサジェスト）

–絞り込み検索（ファセット検索）及び再検索機能
（連想キーワード検索、シソーラス検索、キーワード
レコメンド）

平成24年1月のサービスイメージ③
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• 情報及びサービスの再利用のための機能の提
供

–納本された新着資料の書誌情報の早期提供
（MARCおよびDC-NDL形式）

–検索結果のRSS配信、ソーシャルブックマーク、
Twitter、書棚サイトへの投稿

–外部システムが本サービスを利用するための連携
機能の提供（ハーベスト及び横断検索のためのAPI
を提供）

平成24年1月のサービスイメージ④

2011/2/10 平成22年度埼玉県図書館協会図書館ネットワーク研修会 31



今後のスケジュール
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平成21年度開発
平成22年度
機能強化予定

平成23年度
機能強化予定

平成24年度以降

H21

H22
4 7 10

1

H23
4 7 10

1

H24
4 7 10

1

4 7
10 ・・・・・

検索、収集・組織化、ナビゲー
ション、利用者付加価値機能
等、本システムの中核となる利
用者共通的な機能（総合目録
に係る機能を含む）

国会関係者・児童・障害者・
来館者等、独自のインター
フェースを必要とする利用
者のための機能

調査

開発 H22 機能強化開発 H23 機能強化開発 継続的に機能強化

・利用者ニーズ調査
・外部サービス動向
調査
・技術動向調査

・書誌同定・集約表示
・シングルサインオン
・全文テキスト化・検索

H23 ユーザ評価

平成22年度埼玉県図書館協会図書館ネットワーク研修会

開発版公開 正式版稼働

新技術適用実験H23 実証実験H22 実証実験

H22 ユーザ評価
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最後にお願い



• 数クリックで回答い
ただける「クイックア
ンケート」を実施中
です。

• ぜひお使いいただき、
アンケートにお答え
ください！

クイックアンケートご協力のお願い
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クイックアンケート（http://iss.ndl.go.jp/information/questionnaire/）
※各ページのフッターにリンクあり

http://iss.ndl.go.jp/information/questionnaire/
http://iss.ndl.go.jp/information/questionnaire/


今後の展開にご期待ください！
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